
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保
有
国
に
核
軍
縮
撤
廃
義
務
の

履
行
を
求
め
る
世
界
的
共
同
を

呼
び
か
け
る
「
広
島
宣
言
」
を

採
択
。 

 

広
島
県
立
総
合
体
育
館
で
開

か
れ
た
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会

は
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
現
地
開

験
が
出
来
た
。」
と
感
想
を
述

べ
る
と
と
も
に
、「
憲
法
改

正
・
核
共
有
議
論
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
大
阪
に
帰
っ

て
、
仲
間
の
組
合
員
や
友

人
・
知
人
に
核
兵
器
の
恐
ろ

し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
。」

と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。
８
月
４
日
～
６
日
に
か

け
て
行
わ
れ
た
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
に
参
加
し
た
建
交

労
大
阪
の
４
名
は
、
原
爆
ド

ー
ム
や
平
和
記
念
公
園
な
ど

も
見
学
し
ま
し
た
。 

 

催
で
１
，
６
０
０
人
が
参
加
し
、

全
国
１
，
８
２
８
カ
所
で
視
聴
。

建
交
労
大
阪
か
ら
は
、
大
阪
ト

ラ
ッ
ク
部
会
・
植
西
部
会
長
、

長
谷
川
幹
事
、
関
西
合
同
支
部

か
ら
大
田
組
合
員
、
上
出
組
合

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

建
交
労
広
島
県
本
部
主
催
の

交
流
会
に
も
参
加
し
、
組
合
員

と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
参

加
し
た
組
合
員
は
、「
戦
争
の

悲
惨
を
改
め
て
実
感
で
き
た
。

二
度
と
同
じ
繰
り
返
し
を
起

こ
し
て
な
ら
な
い
。
貴
重
な
体

 

広
島
市
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
て
か
ら
７７
年
を
迎
え
た

８
月
６
日
、
原
水
爆
禁
止
２

０
２
２
年
世
界
大
会
ヒ
ロ
シ

マ
デ
ー
集
会
が
城
島
市
内
で

開
か
れ
ま
し
た
。
核
兵
器
の

使
用
も
威
嚇
も
許
さ
ず
、
核
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大
阪
府
本
部
は
、
８
月
７
日

（
日
）
午
前
１０
時
か
ら
国
労

大
阪
会
館
１
階
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
２
０
２
２
年
度
最
終
と

な
る
第
３
回
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
は
、
北
大
阪

法
律
事
務
所
・
谷
弁
護
士
、
学

習
内
容
は
、「
旧
労
働
契
約
法

と
パ
ー
ト
有
期
雇
用
労
働
者

法
の
違
い
」
を
テ
ー
マ
に
質
疑

応
答
を
含
め
、
約
２
時
間
行
い

ま
し
た
。
司
会
進
行
の
荻
田
書

記
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

「
大
阪
府
本
部
の
組
織
強
化

に
は
学
習
が
欠
か
せ
な
い
。
知

は
力
な
り
と
言
い
ま
す
。
今
日

の
学
習
会
が
実
践
で
活
か
せ

る
よ
う
な
実
り
あ
る
学
習
会

に
し
た
い
。」
と
述
べ
、
谷
弁

護
士
の
学
習
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
谷
弁
護
士
は
は
じ
め

に
、「
均
等
待
遇
規
制
の
経
過

と
し
て
非
正
規
労
働
者
雇
用

の
不
安
定
、
賃
金
格
差
の
実
態

契
約
期
間
に
つ
い
て
必
要
以

上
に
短
く
し
な
い
配
慮
義
務

（
労
契
法
１７
条
２
項
）
契
約
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で
は
、
関
西
支
部
・
村
井
さ
ん

か
ら
「
郵
政
で
ア
ル
バ
イ
ト
は

賃
金
が
低
い
の
で
厳
し
い
生

活
を
し
て
い
る
。
年
末
前
に
は

年
賀
状
の
ノ
ル
マ
も
あ
る
み

た
い
。」
だ
と
実
態
と
感
想
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
関

西
支
部
・
本
多
院
長
は
「
定
年

後
の
再
雇
用
で
賃
金
が
６
割

に
引
き
下
が
る
企
業
も
あ
る
。

こ
れ
で
は
生
活
が
苦
し
く
な

る
。
嘱
託
社
員
で
あ
っ
て
も
正

社
員
と
同
じ
１００
％
の
支
給
を

求
め
、
企
業
と
交
渉
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
」
と
課
題
と
今
後

の
労
働
組
合
の
取
り
組
む
方

向
性
に
つ
い
て
発
言
。
こ
れ
に

対
し
、
谷
弁
護
士
は
「
定
年
後

に
働
か
な
く
て
も
生
活
出
来

る
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。
自
民
党
与
党
の
政
策
の

失
敗
を
企
業
に
負
わ
せ
て
い

る
の
が
問
題
で
あ
る
。」
と
回

答
。
大
阪
府
本
部
第
３
回
学
習

会
の
参
加
者
は
、
関
西
支
部
４

名
、
此
花
支
部
３
名
、
関
西
ダ

ン
プ
支
部
３
名
、
大
阪
府
本

部
・
前
村
執
行
委
員
長
、
荻
田

書
記
長
、
藤
川
執
行
委
員
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

ー
ハ
ン
ド
な
法
解
釈
、
趣
旨

の
認
定
、
特
に
賞
与
・
退
職

金
に
つ
い
て
」
が
課
題
と
な

る
と
述
べ
、
パ
ー
ト
有
期
雇

用
労
働
者
法
９
条
に
は
「
職

務
内
容
が
同
一
、
職
務
内
容

及
び
配
置
の
変
更
範
囲
が
同

一
。
相
違
は
許
さ
れ
な
い
（
同

じ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）
そ
の
他
の
事
情
が
な
く

な
っ
た
」
と
詳
し
く
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答

響
を
与
え
る
。
差
別
的
、
ま
た
不

公
正
な
処
遇
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
最
高
裁
が
公
的
に
認
定
。

長
時
間
過
密
労
働
を
し
て
当
た

り
前
の
正
規
労
働
者
、
低
処
遇
・

不
安
定
が
当
た
り
前
の
非
正
規

労
働
者
、
こ
の
漠
然
と
し
た
差

別
・
使
用
者
の
分
断
や
労
働
者
内

の
分
断
を
許
さ
な
い
。」
と
し
た

最
高
裁
の
判
例
。
し
か
し
、
労
契

法
２０
条
が
残
し
た
課
題
「
賞
与
、

退
職
金
、
基
本
給
の
本
丸
。
フ
リ

更
新
拒
絶
に
つ
い
て
全
く
法

規
制
が
な
い
、
判
例
に
よ
る
雇

止
め
法
理
の
み
に
な
っ
て
い

る
。」
と
説
明
。
ま
た
、
長
澤

運
輸
・
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク

ス
・
日
本
郵
政
の
最
高
裁
判
例

を
も
と
に
、
各
種
手
当
が
ど
の

よ
う
な
趣
旨
で
支
払
わ
れ
て

い
る
の
か
が
重
要
。
そ
し
て
、

こ
の
裁
判
で
は
パ
ー
ト
有
期

労
働
者
雇
用
法
が
な
か
っ
た

と
も
説
明
し
、
最
高
裁
で
勝
ち

取
っ
た
成
果
は
「
歴
史
上
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
有
期
労
働

者
の
格
差
是
正
。
同
様
の
労
働

条
件
を
設
定
し
て
い
る
多
く

の
企
業
の
有
期
労
働
者
に
影



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午
後
か
ら
は
、
討
論
が
行

わ
れ
、
関
西
支
部
・
本
多
代

議
員
、
関
西
合
同
支
部
・
橋

本
代
議
員
か
ら
組
織
強
化
・

拡
大
と
２
０
２
２
年
度
の
運

動
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
関
西
支
部
・

紀
平
代
議
員
は
、「
カ
ネ
ミ
運

送
の
労
働
条
件
引
き
下
げ
、

夏
季
一
時
金
不
支
給
」
関
西

合
同
支
部
・
東
堀
代
議
員
は
、

「
大
陽
液
送
太
田
貨
物
班
の

偽
装
請
負
」
兵
庫
合
同
支

部
・
早
瀬
代
議
員
は
「
大
阪

食
肉
市
場
社
長
の
組
合
嫌

悪
、
出
勤
停
止
処
分
、
解
雇
」

な
ど
権
利
侵
害
の
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

各
議
案
と
大
会
宣
言
案

は
、
満
場
一
致
で
成
立
、
今

大
会
で
、
新
役
員
体
制
に
な

り
ま
し
た
。 

大
会
出
席
代
議
員
は
２７
名
、

委
任
１１
名
、
欠
席
１
名
、
役

員
出
席
１２
名
（
特
別
執
行
委

員
１
名
を
含
む
）
執
行
委
員

１
名
、
特
別
執
行
委
員
１
名

が
欠
席
。 

 

 
 

大
会
は
、
大
阪
合
同
支

部
・
松
澤
代
議
員
、
関
西
支

部
・
竹
之
内
代
議
員
が
選
出

さ
れ
議
事
進
行
を
務
め
ま
し

た
。
冒
頭
に
執
行
部
を
代
表

し
て
前
村
執
行
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
。
前
村
委
員
長
は
、

 
 

建
交
労
大
阪
府
本
部
第

２４
回
定
期
大
会
は
、
９
月
１１

日
（
日
）
午
前
１０
時
か
ら
国

労
大
阪
会
館
大
会
議
室
に
お

い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催

の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て

行
い
ま
し
た
。 

「
岸
田
政
権
は
、
安
倍
元
首

相
の
死
を
利
用
し
て
、
憲
法

改
悪
、
日
米
同
盟
強
化
と
核

共
有
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
と
軍
事
費
倍
増
な
ど

を
、
安
倍
政
治
を
美
化
・
礼

賛
す
る
国
葬
の
強
行
で
、
さ

ら
に
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。
憲
法
改
正
を
阻
止
し
、

国
民
が
主
体
と
な
る
社
会
を

実
現
し
よ
う
！
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
荻
田

書
記
長
か
ら
２
０
２
３
年
度

運
動
方
針
の
提
案
「
憲
法
改

正
・
核
兵
器
保
有
阻
止
と
廃

絶
、
医
療
・
介
護
の
強
化
、

社
会
保
障
の
充
実
」、「
１
，

０
０
０
人
大
阪
府
本
部
を
め

ざ
す
取
り
組
み
、
組
織
強
化
」

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 
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を
次
世
代
の
組
合
員
へ
伝
え

て
い
く
た
め
に
、
前
村
執
行

委
員
長
が
『
全
日
土
建
か
ら

建
交
労
へ
変
遷
の
歴
史
。
私

か
ら
は
、
全
自
運
・
運
輸
一

般
・
建
交
労
の
歴
史
』
を
テ

ー
マ
に
行
い
、
２０
代
・
３０
代

の
組
合
員
に
、
先
輩
た
ち
が

た
た
か
っ
て
勝
ち
取
っ
て
き

た
要
求
成
果
な
ど
の
学
習
を

行
っ
た
」
と
報
告
。
ま
た
、

「
交
流
会
で
は
、
各
支
部
と

の
交
流
を
通
じ
て
組
織
強
化

を
は
か
る
こ
と
が
出
来
、
意

義
の
あ
る
交
流
会
で
あ
っ

た
。」
と
報
告
し
ま
し
た
。 

全
体
の
参
加
者
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
含
め
１２３
名
、
大
阪

か
ら
関
西
支
部
２
名
、
大
阪

合
同
選
挙
区
１
名
、
中
央
執

行
委
員
と
し
て
２
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
次
期
役
員
選
挙

は
、
角
田
季
代
子
委
員
長
を

は
じ
め
、
す
べ
て
再
任
と
な

り
ま
し
た
。 

 

と
を
踏
ま
え
、
平
和
と
民
主

主
義
を
守
り
発
展
さ
せ
、
憲

法
を
生
活
・
労
働
現
場
の
す

み
ず
み
に
活
か
す
た
め
に
力

を
結
集
し
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

運
動
方
針
で
は
、
廣
瀬
書

記
長
か
ら
「
組
織
建
設
・
要

求
闘
争
の
強
化
を
位
置
づ
け

た
運
動
、
組
合
活
動
の
４
つ

の
指
標
を
軸
と
し
た
活
動
強

化
と
組
織
建
設
の
推
進
、
要

求
政
策
の
基
本
と
具
体
的
な

運
動
の
展
開
、
憲
法
を
活
か

す
国
民
的
要
求
・
課
題
、
国

際
連
帯
」
な
ど
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。 

２
日
間
に
渡
っ
て
の
討
論

は
、
文
書
発
言
を
含
め
４
０

人
が
発
言
。
大
阪
か
ら
は
、

鷹
巣
副
委
員
長
が
組
織
強
化

に
つ
い
て
発
言
、
鷹
巣
副
委

員
長
は
「
大
阪
府
本
部
の
組

織
強
化
と
次
世
代
へ
継
承
す

る
活
動
家
を
目
的
と
し
、
４

月
に
１
泊
２
日
で
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
交
流
会
で

の
学
習
は
、
建
交
労
の
歴
史

が
あ
い
さ
つ
。
角
田
委
員
長
は
、

「
大
軍
拡
が
増
税
・
福
祉
切
り

捨
て
に
直
結
す
る
こ
と
は
火
を

見
る
よ
り
明
ら
か
」「
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
政
府

が
取
る
べ
き
姿
勢
で
は
な
い
」

と
批
判
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
参

議
院
選
挙
で
改
憲
勢
力
が
３
分

の
２
以
上
の
議
席
を
占
め
た
こ

湯
沢
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

初
日
は
、
午
後
１３
時
３０
分

か
ら
開
会
し
、
相
木
副
委
員

長
か
ら
開
会
の
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
、
執
行
部
を
代
表
し

て
、
角
田 

季
代
子
委
員
長

 

建
交
労
第
２４
回
定
期
大
会

は
、
８
月
２７
日
・
２８
日
の
２

日
間
、「
憲
法
を
活
か
し
、
平

和
で
公
正
な
社
会
を
つ
く
ろ

う
！
強
く
あ
た
た
か
い
労
働

組
合
運
動
を
展
開
使
用
！
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
新
潟
県
・
越
後
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